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消
防
功
労
者
表
彰

あなたにもできること、きっとあるはずです
岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

石い
し
井い

雅ま
さ
之ゆ

き
、
鈴す

ず
木き

貴た
か
雄お（
団
本
部
）、
西に

し
平ひ

ら

勝か
つ

年と
し（
成
羽
）、
信の

ぶ
木き

義よ
し
治は

る（
高
山
）、
西に

し
裕ひ

ろ
之ゆ

き（
消

防
本
部
）

優
良
消
防
団
員
章

稲い
な

村む
ら

實み
の
る（
高
梁
）、
住す

み
田だ

光み
つ
生お（
落
合
）、
清せ

い

迫ざ
こ

浩ひ
ろ

亨ゆ
き（
成
羽
）、
川か

わ

上か
み

穣み
の
る（
中
）、
三み

村む
ら

義よ
し

博ひ
ろ

（
手
荘
）、
瀧た

き

川が
わ

達た
つ

也や（
大
賀
）、
内う

ち

田だ

正ま
さ

利と
し

（
湯
野
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

森も
り

宗そ
う

正ま
さ

雄お（
玉
川
）、
三み

村む
ら

浩こ
う

二じ（
高
倉
）、
髙こ

う

下げ

幸ゆ
き

彦ひ
こ（
中
）、
谷た

に

口ぐ
ち

弘ひ
ろ

志し（
手
荘
）、
山や

ま

本も
と

明あ
き
ら（
大
賀
）、
鈴す

ず
木き

初は
つ
治じ

郎ろ
う（
消
防
本
部
）

表
彰
章

仲な
か

田だ

義よ
し

昭あ
き（
中
井
）、
清き

よ

原は
ら

伸の
ぶ

之ゆ
き
、
上う

え

田だ

雅ま
さ

嗣つ
ぐ
、
湯ゆ

井い

力つ
と
む（
有
漢
）、
松ま

つ
尾お

志し

郎ろ
う（
成
羽
自
）、

西に
し
井い

孝た
か
行ゆ

き（
成
羽
）、
大だ

い

福ふ
く

範の
り
義よ

し（
中
）、
武た

け
田だ

達た
つ

也や

、
宮み

や

本も
と

英ひ
で

樹き

、
細ほ

そ

川か
わ

幸こ
う

嗣じ（
川
上
自
）、

石い
し

川か
わ

員か
ず

啓ひ
ろ
、
西に

し

井い

辰た
つ

夫お（
手
荘
）、
三み

宅や
け

信の
ぶ

弘ひ
ろ（
大
賀
）、
赤あ

か

木ぎ

公こ
う

平へ
い
、
三み

宅や
け

穣じ
ょ
う

次じ（
富

家
）、
清し

水み
ず

操み
さ
お（
湯
野
）、
川か

わ

上か
み

光み
つ
行ゆ

き（
消
防
本

部
）

青
年
章

三み

村む
ら

洋よ
う

平へ
い（
宇
治
）、
土つ

ち

谷や

洋よ
う

介す
け（
中
）、
武た

け
田だ

伸し
ん
二じ（
大
賀
）

精
勤
章

笹さ
さ

田だ

典み
ち

則の
り
、
月つ

き

本も
と

晴せ
い

造ぞ
う
、
小こ

見み

山や
ま

弘ひ
ろ

行ゆ
き
、

横よ
こ

山や
ま

大ふ
と
し、
三み

上か
み

雅ま
さ

博ひ
ろ
、
内な

い

藤と
う

忠た
だ

史し（
高
梁
）、

乘の
り

越ご
え

秀ひ
で

昭あ
き
、
森も

り

上か
み

幸ゆ
き

夫お（
津
川
）、
逸へ

ん

見み

一ひ
と

志し（
川
面
）、
藤ふ

じ

森も
り

祥し
ょ
う

司じ（
巨
瀬
）、
大お

お

林
ば
や
し

稔み
の
る（
宇
治
）、
西に

し

川か
わ

昌ま
さ

宏ひ
ろ
、
平ひ

ら

田た

文ふ
み

明あ
き（
落

合
）、
西に
し

本も
と

泰や
す

之ゆ
き
、
小こ

室む
ろ

司つ
か
さ、
藤ふ

じ

森も
り

浩こ
う

二じ

、

子こ

原は
ら

将ま
さ

人と

、
湯ゆ

井い

和か
ず

之ゆ
き（
有
漢
）、
秋あ

き

岡お
か

修
し
ゅ
う

司じ

、
貝か

い

原は
ら

史ふ
み

人と

、
柳や

な

井い

宗そ
う

一い
ち

郎ろ
う（
成
羽
自
）、

小こ

坂さ
か

文あ
や

人と

、
貝か

い

原は
ら

沢た
く

治じ

、
西に

し

井い

強つ
と
む、
清し

水み
ず

淳じ
ゅ
ん、
松ま

つ

本も
と

昌ま
さ

晃あ
き
、
黒く

ろ

川か
わ

昌ま
さ

光み
つ
、
杉す

ぎ

本も
と

進
す
す
む

（
成
羽
）、
渡わ

た

辺な
べ

仁ひ
と

史し（
中
）、
川か

わ

上か
み

敏と
し

治は
る

、
三み

村む
ら

浩こ
う

治じ（
手
荘
）、
折お

り

口ぐ
ち

良り
ょ
う

治じ

、
徳と

く

田だ

仁ひ
と

志し

、
妹せ

の
尾お

英ひ
で
利と

し（
大
賀
）、
渡わ

た
辺な

べ
誠ま

こ
と、
元も

と
石い

し

敏と
し

宗ひ
ろ（
高
山
）、
鈴す

ず

村む
ら

宏ひ
ろ

司し

、
山や

ま

下し
た

勝か
つ

由ゆ

紀き（
富

家
）、
堀ほ
り

井い

龍り
ゅ
う、

高た
か

橋は
し

浩こ
う

司じ（
平
川
）、
中な

か

曽そ

知と
も

成な
り
、
長は

谷せ

川が
わ

宏ひ
ろ

幸ゆ
き（
湯
野
）、
坂さ

か

本も
と

正ま
さ

直な
お

（
消
防
本
部
）

高
梁
市
長
表
彰

功
労
章

井い
の

口く
ち

始も
と

宣の
ぶ
、
新に

い

山や
ま

寛ひ
ろ
し（
高
梁
）、
栁や

な

井い

康や
す

延の
ぶ

（
津
川
）、
逸へ

ん

見み

一ひ
と

志し（
川
面
）、
藤ふ

じ

森も
り

祥し
ょ
う

司じ

（
巨
瀬
）、
太お

お
田た

井い

和か
ず

広ひ
ろ

、
吉よ

し
田だ

英え
い

司じ（
中
井
）、

丸ま
る

橋は
し

利と
し

晴は
る（

玉
川
）、
三み

村む
ら

洋よ
う

平へ
い（

宇
治
）、
宮み

や

田た

公き
み
人ひ

と（
松
原
）、
下し

も

村む
ら

充み
ち

彦ひ
こ（
高
倉
）、
平ひ

ら
田た

文ふ
み

明あ
き（

落
合
）、
土ど

手て

誠ま
こ
と、

吉よ
し

岡お
か

昌ま
さ

則の
り

、
内う

ち

田だ

秀ひ
で

樹き

、
島し

ま

田だ

晃あ
き
ら（

有
漢
）、
池い

け

田だ

幸ゆ
き

則の
り（

川

上
自
）、
大お
お

塚つ
か

清き
よ

志し（
手
荘
）、
黒く

ろ

川か
わ

秀ひ
で

典の
り

（
大
賀
）、
三み

村む
ら

雄ゆ
う
一い

ち（
高
山
）、
藤ふ

じ

原わ
ら

完か
ん

治じ（
富

家
）、
江え

草ぐ
さ

正ま
さ

登と（
平
川
）

備
中
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
長
表
彰

表
彰
状

小こ

林ば
や
し

培ま
す

夫お（
川
面
）、
安や

す

田だ

博ひ
ろ
し（
中
井
）、
中な

か

島し
ま

好よ
し
正ま

さ（
落
合
）、
髙こ

う
下げ

幸ゆ
き
彦ひ

こ（
中
）、
武た

け
田だ

達た
つ

也や（
川
上
自
）、
山や

ま

本も
と

明あ
き
ら（
大
賀
）、
赤あ

か
木ぎ

公こ
う

平へ
い

（
富
家
）、
清し

水み
ず

操み
さ
お（

湯
野
）、
川か

わ

上か
み

光み
つ

行ゆ
き（

消

防
本
部
）

特
別
表
彰

（
第
62
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
入
賞
）

有
漢
分
団

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

三み

村む
ら

繁し
げ

美み（
団
本
部
）、
笠か

さ

原は
ら

伸の
ぶ

彦ひ
こ

、
石い

し

原は
ら

拓た
く

洋ひ
ろ（
高
梁
）、
安や

す

田だ

雄ゆ
う
一い

ち、
田た

村む
ら

昌し
ょ
う

三ぞ
う（
津

川
）、
大お
お

月つ
き

章し
ょ
う

司じ（
川
面
）、
木き

村む
ら

洋よ
う

介す
け（
巨

瀬
）、
吉よ
し
田だ

啓け
い

亮す
け
、
藤ふ

じ
野の

欣よ
し

宏ひ
ろ
、
宮み

や

本も
と

達た
つ

也や

（
中
井
）、
森も

り

川か
わ

辰た
つ

也や

、
牧ま

き

野の

直な
お

人と（
宇
治
）、

向む
こ

山や
ま

直な
お

希き

、
小こ

西に
し

雅ま
さ

明あ
き（

落
合
）、
宮み

や

井い

健け
ん

一い
ち（

有
漢
）、
中な

か

山や
ま

法の
り

之ゆ
き

、
森も

り

元も
と

政ま
さ

勝か
つ（

成
羽
）、

植う
え

垣が
き

賢け
ん

治じ（
川
上
自
）、
平ひ

ら

松ま
つ

忠た
だ

洋ひ
ろ
、
金か

ね

子こ

英ひ
で

敏と
し

、
大お

お
月つ

き
克か

つ
浩ひ

ろ
、
三み

村む
ら

幸ゆ
き

弘ひ
ろ（

手
荘
）、
高た

か

橋は
し

重し
げ

行ゆ
き

、
大お

お

谷た
に

充み
つ

良よ
し

、
高た

か

木ぎ

俊と
し

幸ゆ
き

、
杉す

ぎ

本も
と

典の
り

之ゆ
き（

大
賀
）、
川か

わ

上か
み

崇た
か

文ふ
み（

高
山
）、
川か

わ

上か
み

学ま
な
ぶ、
川か

わ

上か
み
大だ

い
輔す

け（
富
家
）、
上う

え
田だ

安や
す
二じ（
湯
野
）

５
年
間
無
火
災
表
彰

高
山
分
団

表
彰
状

（
第
62
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場
団
員
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

松ま
つ

添ぞ
え

光み
つ

宏ひ
ろ
、
平ひ

ら

岡お
か

卓す
ぐ
る、
大お

お

月つ
き

利と
し

治は
る
、
大お

お

月つ
き

新し
ん
吾ご

、
宮み

や
井い

健け
ん一い
ち、
菱ひ

し
川か

わ
拓た

く
也や（
有
漢
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

長な
が

櫓ろ

雅ま
さ

章あ
き

、
笠か

さ

原は
ら

伸の
ぶ

彦ひ
こ

、
井い

の

口く
ち

始も
と

宣の
ぶ

、
山や

ま

本も
と
開か

い
大た

、
稲い

な
岡お

か
実み

の
る（
高
梁
）

永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶
者

ま
た
は
家
族
表
彰

森も
り

本も
と

千ち

代よ

子こ（
巨
瀬
町
）、
岡お

か
田だ

広ひ
ろ

子こ（
有
漢

町
上
有
漢
）、
西に
し

江え

良よ
し

江え（
成
羽
町
成
羽
）、

竹た
け

平ひ
ら

珠じ
ゅ

里り（
成
羽
町
小
泉
）、
山や

ま

本も
と

好よ
し

美み（
成

羽
町
小
泉
）、
内う
ち

田だ

玉た
ま

樹き（
成
羽
町
中
野
）、

瀧た
き

川が
わ

和か
ず

恵え（
川
上
町
下
大
竹
）、
井い

の

上う
え

義よ
し

雄お

（
備
中
町
西
油
野
）

　

１
月
17
日
に
総
合
文
化
会
館
で
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
な
ど
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
）。

問 

消
防
総
務
課
消
防
団
係　
☎
21
‐
０
１
２
２

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力

男性・女性消防団員を募集
○消防団の活動内容
　・住民への防火指導、巡回広報等の火災予防広報活動
　・�消火活動のほか、地震や風水害等の災害時の救助救出活動、避難誘導、

捜索活動等
　・各種警備活動
○入団資格
　次の条件をいずれも満たしている人
　①市内に居住するか勤務している人
　②満 18歳以上 50歳未満の人
　③地域防災への熱意があり健康な人
○主な処遇等
　・条例に基づく報酬、報償費を支給
　・���公務災害補償、退職報償金、被服の貸与、表彰制度など

問�消防総務課消防団係�☎�21-０１２２


